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■新理事長就任のお知らせ■ 

当協会の理事長は、6月 30 日付けにて、永松 治夫氏(東洋エンジニア

リング(株)代表取締役 取締役社長)から、山東 理二（さんとう まさじ）

氏 (千代田化工建設(株)代表取締役社長) に交替しました。 

今後は新たに山東 理二 新理事長のもとで力を合わせエンジニアリン

グ業界の更なる発展に努力してまいりたいと存じますので、会員各位をは

じめ関係の皆様方の一層のご支援ご協力をお願いいたします。 

山東 理二 理事長就任のご挨拶は、当協会ホームページに掲載してお

ります。 

なお、これまで２年間にわたり協会運営に多大なご指導ご尽力をいた

だきました、永松治夫 前理事長には、当協会理事として引き続きご指導 

いただきます。  

【新理事長挨拶 https://www.enaa.or.jp/about/greeting】 

 

■ 2021 年度 第 1 回 研究企画委員会開催報告 ■ 

2021 年度 第 1 回 研究企画委員会が 6 月 21 日

（月）に開催されました。 

エンジニアリング協会では、今年度より2年間、

㈱大林組の松本伸様に委員長を、清水建設㈱の

佐々木暢彦様に副委員長をお願いしました。また、

17 名の委員のうち 6 名の委員交代がありました。 

委員長、副委員長の挨拶及び各委員の自己紹介

ののち、経済産業省地域産業基盤整備課課長補佐  

下館拓章様より来賓のご挨拶がありました。 

主な議題は、以下のとおりで、審議事項について

はいずれも承認されました。 

1．2020 年度事業報告(案)及び決算報告(案) に

ついて(審議) 

(1) 2020 年度事業報告書（案） 

(2) 2020 年度決算報告（案） 

2．2021 年度事業の進捗について（報告） 

(1) 2021 年度受託事業 

1) NEDO「地熱発電技術研究開発／地熱エ
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ネルギーの高度利用化に係る技術開発／

IoT-AI適用による小規模地熱スマート発

電＆熱供給の研究開発」（2018 年度より

2021 年 5 月 31 日工期，7 月末に報告書

提出） 

2) 国土交通省海事局「浮体式洋上風力発電

施設の安全評価手法等の確立のための調

査研究」（3 月公募において実施者として

特定され、コンクリート製浮体式洋上風

力発電施設の検査・モニタリング・遠隔

監視のためのガイドライン作成に向けた

情報収集を担当） 

 (2) 2021 年度自主事業 

1) 研究企画ワーキンググループ 

2) 研究会 

① 放射性廃棄物研究会 

② 地熱発電・熱水活用研究会 

③ 計測技術研究会 

④ 水素インフラ研究会 

⑤ エネルギー関連施設に関する活断層の

工学的研究会 

3) 地下利用推進部会 

全体テーマ： 

「ポストコロナ時代の環境変化を考慮し

た地下インフラ再構築に関する調査研究」 

4) 地下情報化部会 

(3) 地熱プロジェクト推進室の活動 

3．2022 年度エンジニアリングに関する調査研

究＜提案公募＞の予定について（報告） 

4．その他（研究成果発表会 2021 プログラムの

紹介他） 

次回の第 2 回研究企画委員会は 9 月 3 日(金)

に開催する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■2021 年度 地下利用推進部会の発足 ■ 
＊この事業は、競輪の補助を受けて実施しています。

地下センターの主要な活動の一つである地下利

用推進部会は、平成 6 年度に発足し、基本的に 2

年ごとに更新して活動を実施してきました。今年度

はその更新年にあたり、今後 2 年間の活動を行う

予定です。 

2021 年度は、「ポストコロナ時代の環境変化を

考慮した地下インフラ再構築に関する調査研究」を

全体テーマに、賛助会員企業に以下の 4 部会へ参

加公募を実施したところ、26 社 36 名の応募があ

りました。応募者全員を委員として 4 部会を編成

し、部会ごとに部会長・副部会長を委員の互選によ

り選任し、本年 6 月初旬に活動を開始しました。 

本調査研究では、部会ごとに 4 つのテーマにつ

いて調査し、その取りまとめと提言を行うことを目

指します。 

また、各部会の部会長・副部会長をメンバーとす

る地下利用推進部会幹事会（幹事長：金野正一様 

大成建設㈱、副幹事長：稲葉薫様 ㈱竹中工務店）

を設け、各部会の調整、連絡、検討の深化と取りま

とめを行います。 

7 月 5 日（月）には、第 1 回目の幹事会が開催

され、2021 年度の活動計画及び活動スケジュール

研究企画委員会での会議風景 
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について確認するとともに、各部会長より活動内容

に関する意見交換がなされました。 

今後は、4 つの部会活動を基盤としつつ、全体テ

ーマを軸としたそれぞれの課題に対して、部会の垣

根を超えて報告を取りまとめます。 

下記に各部会の調査研究内容及び委員名簿を示

します。 

■ ENAA 研究成果発表会 2021 開催報告 ■ 

当協会の昨年度研究成果の報告会が、2 日間にわ

たり、オンラインで開催され、地下センターの発表

は、7 月 7 日（水）の午後に行われました。  

田中所長の挨拶に始まり、自主事業、受託事業、

補助事業の 8 調査研究、計 11 セッションの発表

は、視聴者が延べ 700 人を超え、オンラインなら

ではのアクセス性の良さが発揮されました。 

各セッションで説明いただきました講師の方々、

並びに聴講いただきました皆様に、厚く御礼申し上

げます。資料は以下よりダウンロードできます。 

【成果発表会 

https://www.enaa.or.jp/seminar/50062（会員限定）】

＜2021年度 地下利用推進部会＞ 

－ポストコロナ時代の環境変化を考慮した地下インフラ再構築に関する調査研究－ 

◇幹事会  幹 事 長： 金野正一  副幹事長： 稲葉 薫     （敬称略） 

部 会 名 調 査 内 容 委 員 名 簿 

第１部会 

(9社 9名) 

SDGsとニューノーマルに対応

した多様な空間利用のあり方

に関する調査研究 

部 会 長：金野正一（大成建設㈱） 

副部会長：藤井紀之（応用地質㈱） 

委  員：西村  毅（㈱安藤・間） 窪島光志（川崎地質㈱） 森澤哲也（㈱技

研製作所） 菅沼優己（㈱竹中土木） 王寺秀介（中央開発㈱）  

宇田川湧人（東急建設㈱） 向井孝徳（飛島建設㈱） 

第２部会 

(9社 9名) 

多様なハザードを想定した地

下インフラの機能に関する調

査研究 

部 会 長：大森剛志（東電設計㈱） 

副部会長：会田和義（佐藤工業㈱） 

委  員：松山尚典（応用地質㈱） 丸山祐司（川崎地質㈱） 萩原協仁（基礎 

地盤コンサルタンツ㈱） 岩竹 要（㈱ダイヤコンサルタント） 

     佐藤茂美（鉄建建設㈱） 土屋光弘（西松建設㈱） 館澤宣義（日揮㈱） 

第３部会 

(10社 10 名) 

自動運転、MaaS等に対応した

地下のインフラシステムに関

する調査研究 

部 会 長：稲葉 薫（㈱竹中工務店） 

副部会長：吉川 猛（基礎地盤ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱） 

委  員：笠 博義（㈱安藤・間） 三石 晋（応用地質㈱） 森田晃司（㈱大 

林組） 荒木義久（佐藤工業㈱） 上田正人（中央開発㈱）  

柳 博文（鉄建建設㈱） 平野孝行（西松建設㈱） 河田浩史（三井 

住友建設㈱） 

第４部会 

(8社 8名) 

社会と環境の変化を踏まえた

地下インフラの再構築技術に

関する調査研究 

部 会 長：安藤 拓 （清水建設㈱） 

副部会長：田島新一（鹿島建設㈱） 

委  員：本多伸弘（㈱アサノ大成基礎エンジニアリング） 田中義浩（応用地

質㈱） 浜田 元（㈱奥村組） 村下富雄（㈱鴻池組） 田中 孝（戸

田建設㈱） 久慈雅栄（前田建設工業㈱） 

https://www.enaa.or.jp/seminar/50062
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■ 2021 年度 水素インフラ研究会のご紹介 ■ 

地下センターの自主研究の一つである「水素インフラ研究会」について、以下に紹介します。 

 

1. 活動方針 

将来の水素大量利用時代に向けて、現地調査を通じて、最新の水素製造技術、水素利用技術、水素発

電技術など「水素インフラ」に関する最新情報を収集し、調査研究を行っています。 

 

2. 活動概要 

・ 2015 年度からの 4 年間は「水素輸送・貯蔵研究会」の名称で調査研究活動を実施しました。この

成果は、地下センターのホームページ（https://www.enaa.or.jp/gec/report_doc）に平成 30 年度水

素輸送・貯蔵研究会報告書として公開しています。 

・ 2019 年度から「水素インフラ研究会」に改称し、国の政策動向も見ながら、水素の製造技術、輸送・

貯蔵技術、水素利用技術、水素発電技術等に関する情報収集を継続して行っています。 

近年の現地調査及び講演会の活動実績は下表のとおりです。 

 

〔現地調査〕 

 

〔講演〕 

 

 

3. 研究会委員 

委員長： 酒井佳人  大成建設(株)  

委 員： 郡司 清  (株)安藤・間、 遠藤 司 応用地質(株)、 沖 誠一  (株)大林組、 

           山田岳峰 鹿島建設(株)、 村橋健一  (株)熊谷組、  小笠原貴道 (株)鴻池組、 

           若林雅樹 清水建設(株)、 若濵 洋  (株)ダイヤコンサルタント 

オブザーバ： 手島賢治  (株)コスモテック、濱砂幸司  (株)コスモテック  （以上、10 社 11 名） 

 

https://www.enaa.or.jp/gec/report_doc

